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⑶ 食習慣判断指標 FUJI ver.2による食事観の判定













































藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being,Vol.8,No.1,Mar.2013
表1 対象者の臨床背景
全 体 １型糖尿病患者 ２型糖尿病患者
人数 (人） 104 47 57
男性 44 15 29
女性 60 32 28
年齢 (歳） 49.4±15.9 43.2±17.0 54.5±13.0
男性 51.8±16.4 45.3±20.2 55.1±13.4?
女性 47.7± 5.4 42.2±15.6?? 53.9±12.3?
発症年齢 (年） 36.69±16.9 14.0± 9.6 11.6± 9.9
男性 40.26±19.7 36.13±19.7 44.39±13.0?
女性 33.55±11.1 25.63±16.2?? 41.46±13.4b
 
HbA1c (％） 7.83± 1.14 8.11± 0.84 7.59± 1.29
男性 7.81± 1.26 8.09± 0.83 7.67± 1.42
女性 7.83± 1.05 8.12± 0.86 7.52± 1.16
BMI 26.2± 5.0 24.4± 4.0 27.6± 5.3
男性 25.5± 3.9 23.1± 2.0? 26.8± 4.1







































表2 食習慣判断指標 FUJI ver.2因子分析結果
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
因子Ⅰ： ストレス解消型
Ｑ42 食べ物がほしくなると我慢できない。 0.678 0.165 －0.010 0.051
Ｑ37 ストレスを解消するために、沢山の量の食物を摂ることがある。 0.664 －0.030 －0.206 0.084
Ｑ50 食べている間はとても幸せなのだが、後で後悔する。 0.640 －0.141 0.061 0.045
Ｑ10 果物やお菓子が目につくと、ついつい手が出てしまう。 0.631 0.085 0.048 －0.014
Ｑ35 食後でも好きなものなら入る。 0.543 0.169 0.175 －0.040
Ｑ52 一日中食べることの考えで頭が一杯だ。 0.528 －0.072 0.034 0.058
Ｑ30 お腹一杯食べないと満足感を感じない。 0.527 0.157 －0.090 0.097
Ｑ５ 果物やお菓子をいつも身近に置いてある。 0.477 －0.081 －0.032 －0.038
Ｑ２ 食事による体の健康づくりよりも食べることで
ストレス解消し心のバランスを保つことが重要である。
0.427 －0.183 －0.256 0.179
因子Ⅱ： 生活習慣型
Ｑ40 料理が余ると、もったいないので食べてしまう。 0.062 0.751 0.151 0.032
Ｑ15 食べ物を貰うと、もったいないから食べてしまう。 0.110 0.735 0.220 0.044
Ｑ27 外食などでカロリーのわからない食事がでると、自分で調整・選択ができない。? 0.158 0.665 0.060 0.020
Ｑ13 栄養のバランスを考えた食生活をしていない。? 0.239 0.557 0.280 －0.317
Ｑ26 空腹だと、ゆっくり食べることができない? －0.096 0.501 0.038 0.065
Ｑ32 満腹でも、一緒にいる人にあわせ食事をすることがある。 0.116 0.473 0.166 0.045
因子Ⅲ： 健康目的型
Ｑ18 たとえ嫌いな食品でも、健康のため良いと言われている物は食べている。 0.750 －0.067 0.609 0.001
Ｑ46 カロリーを抑えて作られている食品を食べると安心する。 －0.062 0.174 0.563 －0.079
Ｑ３ 食物を病気の有効な予防手段と考えている。 －0.153 0.028 0.507 －0.171
Ｑ23 健康維持が食事の第一の目的ある。 －0.114 －0.169 0.505 0.449
Ｑ47「健康に良い」と言われている食品ならなんでも試したくなる。 －0.025 0.172 0.471 －0.012
Ｑ55 食事は決まった時間に食べたい。 0.050 0.032 0.468 －0.191
Ｑ24 食事は、喜びよりも生きるために必要なものである。 －0.062 －0.123 0.435 0.348
Ｑ57 運動をする時は、カロリーを燃焼させることだけを考えている。 0.111 0.103 0.416 0.074
因子Ⅳ： アンバランス型
Ｑ44 食べ物を買う時は、栄養より価格を優先して選ぶ。 －0.058 0.235 －0.059 0.565
Ｑ９ 食事は質よりもとにかく量が大切だ。 0.226 0.062 －0.035 0.495
Ｑ４ 空腹の時は、とりあえずお腹が満たされればそれでよい。 0.132 0.104 －0.026 0.481
Ｑ22 太ることが恐ろしい。 0.026 －0.226 0.289 0.451



























































































































項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 
PAID得点 0.383 3.008 0.004 0.419 0.002 16.05 1.011




項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 




項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 
PAID得点 －0.453 －3.406 0.001 －0.453 0.001 20.52 1.000
WHO SUBI陽性感情得点＝76.598－0.321×PAID得点
WHO SUBI陰性感情得点に影響を及ぼす要因（R＝0.653、R2＝0.426）
項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 
Fuji ver.2アンバランス型得点 0.523 4.556 ＜0.001 0.479 ＜0.001 25.05 1.010
WHO SUBI陽性感情得点 －0.446 －3.885 ＜0.001 －0.394 ＜0.001 17.57 1.010
WHO SUBI陰性感情得点＝54.569＋1.477×Fuji ver.2アンバランス型得点－0.392×WHO SUBI陽性感情得点
EAT・EDI過食下位尺度得点に影響を及ぼす要因（R＝0.692、R2＝0.478）
項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 
PAID得点 0.418 3.705 0.001 0.468 ＜0.001 19.56 1.023
性別 0.307 2.669 0.011 0.407 0.002 12.49 1.067
BMI 0.247 2.147 0.038 0.360 0.006 8.89 1.062




項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 有意確率 寄与率(％) VIF
 
EAT・EDI過食下位尺度得点 0.367 2.858 0.006 0.468 ＜0.001 17.18 1.089





















項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 
WHO SUBI陽性感情得点 －0.413 －3.723 ＜0.001 －0.450 ＜0.001 18.59 1.010
Fuji ver.2ストレス解消優先型得点 0.377 3.402 0.001 0.418 ＜0.001 15.76 1.010
HbA1c＝8.052＋0.988－0.053×WHO SUBI陽性感情得点＋0.082×Fuji ver.2ストレス解消優先型得点
BMIに影響を及ぼす要因（R＝0.494、R2＝0.244）
項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
発症年齢 －0.335 －2.808 0.007 －0.376 ＜0.001 12.60 1.016
EAT・EDI過食下位尺度得点 0.322 2.703 0.009 0.365 0.001 11.75 1.016
BMI＝26.753－0.134×発症年齢＋0.110×EAT＋EDI過食下位尺度得点
WHO SUBI陽性感情得点に影響を及ぼす要因（R＝0.641、R2＝0.411）
項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 
WHO SUBI陰性感情得点 －0.403 －3.790 ＜0.001 －0.412 0.001 16.60 1.040
HbA1c －0.399 －3.763 ＜0.001 －0.450 ＜0.001 17.96 1.018
Fuji ver.2健康目的型得点 0.262 0.262 0.017 0.249 0.031 6.52 1.013
WHO SUBI陽性感情得点＝86.477－0.437×WHO SUBI陰性感情得点－3.177×HbA1c＋0.712×Fuji ver.2健康目的得点
WHO SUBI陰性感情得点に影響を及ぼす要因（R＝0.492、R2＝0.242）
項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率(％) VIF
 
WHO SUBI陽性感情得点 －0.368 －3.068 0.003 －0.412 0.001 15.16 1.026
EAT・EDI過食下位尺度得点 0.273 2.271 0.027 0.331 0.006 9.04 1.026
WHO SUBI陰性感情得点＝63.667－0.339×WHO SUBI陽性感情得点＋0.164×EAT・EDI過食下位尺度得点
EAT・EDI過食下位尺度得点に影響を及ぼす要因（R＝0.616、R2＝0.379）
項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 Ｐ値 寄与率（％) VIF
 
PAID得点 0.616 5.793 ＜0.001 0.616 ＜0.001 37.95 1.000
EAT・EDI過食下位尺度得点＝33.695＋0.616×PAID得点
PAID得点に影響を及ぼす要因（R＝0.720、R2＝0.519）
項目 標準編回帰係数(β) ｔ値 Ｐ値 peasonの相関係数 有意確率 寄与率(％) VIF
 
EAT・EDI過食下位尺度得点 0.410 3.765 ＜0.001 0.616 ＜0.001 25.26 1.304
Fuji ver.2ストレス解消優先型得点 0.380 3.581 0.001 0.523 ＜0.001 19.87 1.239
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